
防除のご協力をお願いします。
みなさまの力で京都のサクラ等を守りましょう！
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成虫を見つけたら、

踏み潰すなどして駆除を！

もともと日本にいなかった外来のカミキリムシですが、2011年に
埼玉県で確認されて以来、急速に分布を拡大しています。

クビアカツヤカミキリの侵入地域 (2025.2)

◎令和６年度確認地域 ＞＞＞ 京都市、福知山市、向日市
（大阪、兵庫、奈良など近隣地域でも被害拡大中！）

国土交通省  国土数値情報 (行政区域データ)(https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-N03-2024.html) をもとに
きょうと生物多様性センター作成

主にサクラやウメ、モモ
などのバラ科の樹木に付き、幼虫が木を
内部から食い荒らします。木からは大量の
フラス（幼虫のフンと木クズが混ざったもの）
が排出され、侵入された木は弱り、枯れて
しまいます。

サクラやウメ、モモを

京都府では2024年７月に初めて確認されました
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もしクビアカツヤカミキリの被害が拡大したら…
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参考文献：国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所「クビアカツヤカミキリの防除法」

すぐにお住まいの市町村か
京都府までご連絡ください！

首の赤いカミキリムシを見つけた
サクラやウメ、モモから木クズが
大量に出ている

詳細は
こちら

https://www.pref.kyoto.jp/gairai/kubiakatsuyakamikiri.html

WEBでの
ご連絡はこちら



防除対策
（１）ネット巻き・捕殺
○羽化した成虫の飛散防止や新たな産卵の防止のため、成虫発生時期(５～８月)には
被害木にネットを巻き付けます。

○ネットは、目合い４mm以下の強度のある防風ネット等を使用します。
○ネット巻きの方法
①約２mの高さで、主枝にガンタッカー等で
固定し、ひもやテープでしっかりと縛る。

②ネットの噛み切りや、産卵を防止するために、
ネットと樹幹が密着しないよう、やや隙間を
持たせて巻く。

③ひこばえや雑草を抑制するために、防草シ
ートを敷き、ペグ等で防草シートとネットを
地面にしっかり固定する。

・ネットを巻いた後も定期的（２～３日）に
見回り、成虫を見つけた場合は捕殺する。

○捕殺の方法
①フラスが出ている穴（排ふん孔）周辺の樹皮を剥ぎ、針金やドライバー等で幼虫を
刺殺または掘り取り、捕殺します。

②幼虫を捕殺した後も、新たなフラスの排出がないか、定期的に見回ります。

（２）薬剤処理（処理後は看板や張り紙等で周知してください）

ア  農薬を散布する（薬剤散布）
○成虫を対象として、農薬を散布する方法です。
・根元から約３mの高さまで、樹幹や枝に
かかるように丁寧に薬剤を散布する。

　ただし、３m以上の高さにフラスがある
場合は、その高さまで散布すること。

・５月から８月までの期間に、10～14日
間隔で２回以上散布する。

・薬剤によっては予防効果も期待できる。

（３）被害木の伐採・処分
○被害木の伐採は、確実に幼虫を駆除できるため、被害拡散防止として最も有効な対策
です。

○伐採は、成虫の脱出の恐れのない10月～４月下旬に実施します。
○伐採した被害木は、枯れても成虫が脱出するため、放置せず、４月下旬までに焼却
または粉砕処分してください。

○焼却、搬出先は、市町村の担当課と相談して決定してください。
○速やかな処分が難しい場合や、やむを得ず５月～９月に実施する場合は、ネットや
シート等で隙間の無いよう多重巻きで密閉し、保管、搬出してください。

○幼虫は根部にも食入することがあるため、伐採後の切り株も掘り上げ（抜根）し、処分
してください。

　抜根が難しい場合は、根を防草シート等で完全に覆ってください。覆う前に切り株に
覆土するとより効果があります。

イ  排ふん孔に薬剤を注入する（エアゾール剤処理）
○排ふん孔から、樹木内にいる幼虫へ直接薬剤を吹きかけて殺虫する方法です。
・竹ひごや千枚通しで排ふん孔に詰まったフラス
を取り除く。

・排ふん孔にノズルを差し込み、薬剤があふれる
まで注入する。

・地面も含め、周辺のフラスを取り除き、１週間
後に新たなフラス排出の有無を確認する。

・新たなフラスの排出がある場合は、再度処理を
行う。

ウ  樹幹に孔を空けて薬剤を注入する（樹幹注入）
○樹幹に薬剤を打ち込み、樹木全体に薬剤を行き渡らせて、樹木内にいる幼虫を殺
虫する方法です。

・地際付近の樹幹にドリルで孔（注入孔）
を空ける。この時、枯死部は避け、必ず
生きている部分に孔を空けること。

　また、根の部分に幼虫がいる場合がある
ため、根にも孔を空ける。

・注入孔に薬液ボトルまたは注入補助器を
しっかり挿し、薬液を注入する。

・薬液が樹木内に吸収されたことを確認し、
薬液ボトルまたは注入補助器を外した後、
専用のパテで注入孔を埋める。
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（左）エアゾール薬剤
（右上）排ふん孔周辺のフラスを除去
（右下）排ふん孔から薬剤を注入

① 株元の周囲を測定
② 10～15cm 間隔で薬剤を配置
③ 直径 6mm 程度の穴を 50 度の角度で6～7cm の深さに
　 ドリルで開ける
④ 薬剤を差込む。30 分～ 2 時間で終了※農薬は必ず、最新の登録情報を確認の上、使用基準を遵守して使用してください。

【確認方法】
   ⇒ 農薬登録情報提供システム(https://pesticide.maff.go.jp/) で検索！
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③ ④

状況に応じて、組み合せて対策することが大切です！


